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１．総合学習CANとは？



Cluster：異学年合同の小集団

Action Learning：他と交流し学ぶ

Narrative ：学習の振り返り

そもそも C A N とは？



興味ある内容を自ら探究していく

『本物の学習』です。

あなた自身が探究者となるのです。

一言で言うと・・・



探 究 とは？

物事の意義・本質などをさぐって

見きわめようとすること。

（goo国語辞書）

自分で「課題」を設定し

実験・観察・調査 等 を行い

まだだれも気づいていない事実や法則やもの

を発見したり作り上げたりすること





正解のない問題に挑み、答えを

追究していく中で人生を豊かに！

何を知っているか？
どのように目の前の
問題を解決できるか？
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２．CAN2018の予定

～3人 Cluster ができるまで～
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CAN 月日（曜） 校時 時間 主な内容

マインドマップ・探究テーマ３

CAN1 1月29日（月） 1校時 50分 CAN2018ガイダンス＋マインドマップ・探究テーマ３　紹介

CAN2 2月5日（月） 3校時 50分 同学年による探究テーマ深化（AL会議）　※同学年

CAN3 2月16日（金） 1校時 70分 3年生との探究テーマ検討会　※同学年

CAN4 2月28日（水） 6校時 50分 一次クラスター編成会議前　教員との面談　※同学年

編成会議Ⅰ－1 3月2日（金） 昼休み 20分 1年生が2年生を選択する　※重複した場合（3/5へ）

編成会議Ⅰ－2 3月5日（月） 昼休み 20分 2年生が1年生を決定する

1年生が2回目の選択会議

残った2年生が、1年生を選んで終了（2人クラスター120組が決定）

CAN5 3月16日（金） 1校時 30分 2人クラスター顔合わせ＋春休みの探究（参考文献・先行研究）について

先行研究及び参考文献での探究テーマ深化

CAN6 4月19日（木） 1校時 60分 2人CAN探究テーマ深化①＆プレゼン準備＆1年生ガイダンス

CAN7 4月24日（火） 5校時 60分 2，3年生プレゼン準備完成＆1年生1人CAN＋見学

CAN8 4月26日（木） 6校時 70分 1年生へのプレゼン　※体育館使用

編成会議Ⅱ 5月1日（火） 昼休み 20分 1年生が2・3年生を選択する　※例年　選択を3回は行う可能性有･･･。

CAN9 5月14日（月） 6校時 50分 3人CAN初顔合わせ＋探究テーマ深化②

CAN10 5月25日（金） 6校時 50分 探究テーマ深化③

CAN11 6月4日（月） 5校時 50分 『CANの日Ⅰ』に向けての計画

研究大会リハ 6月?日（？） 午前中 ？分 研究大会発表のリハーサル　※代表クラスター25組（2・3年生：50名）

研究大会当日 6月8日（木） 午前中 ？分 CAN2017　発表用ボードを使っての発表 ※代表クラスター25組（2・3年生：50名）

CAN11 6月11日（月） 6校時 50分 シャトルガイダンス＋探究テーマ決定？

CAN12

CAN13

☆ 6月18日（月） 放課後 50分 ☆坂出高校教育コースの生徒にCANガイダンス

総合学習シャトル 6月26日（火） 5･6校時 100分 シャトル一般　①・②

総合学習シャトル 6月27日（水） 5･6校時 100分 シャトル一般　③・④

総合学習シャトル 6月28日（木） 5･6校時 100分 シャトル一般　⑤・⑥

総合学習シャトル 7月3日（火） 5･6校時 100分 シャトル一般　⑦・⑧

総合学習シャトル 7月4日（水） 5･6校時 100分 シャトル特設　Ⅰ

総合学習シャトル 7月9日（月） 5･6校時 100分 シャトル特設　Ⅱ

CAN14

CAN15

CAN16

CAN17 7月19日（木） 1校時 50分 夏休みの探究について　CANの日Ⅱに向けて　計画表作成

各自・各クラスターで探究活動

CAN18 8月27日（月） 1校時 30分 CANの日最終確認 　　　　　　　　？教育実習開始？

CAN19

CAN20

CAN21

CAN22 9月11日（火） 5校時 45分 CANの日の振り返り＋探究活動

CAN23 9月20日（木） 6校時 50分 探究活動＋2年生AL会議　☆坂出高校参加予定②

CAN24

CAN25

CAN26

CAN27

CAN28

CAN29

CAN30

CAN31

CAN32

CAN33

CAN34 11月3日（土） CAN2018発表会＆審査会　午後？ステージ発表＋審査発表・表彰

CAN35 11月13日（火） 6校時 50分 CAN2018のまとめ及びアンケート

10月29日（月） 5･6校時 110分 探究活動＋CAN2018発表会の準備（発表用ボード作成①）

11月1日（木） 5･6校時 110分 探究活動＋CAN2018発表会の準備（発表用ボード作成②）

10月15日（月） 5･6校時 110分 探究活動＋プレ発表（10/22）準備　☆坂出高校参加予定③

10月22日（月） 5･6校時 110分 CAN2018 プレ発表会　☆坂出高校生参加予定④

10月12日（金） 5･6校時 110分 探究活動＋プレ発表（10/22）準備

春休み中

6月18日（月） 5･6校時 100分

7月13日（金） 11:00～16:00

『CANの日Ⅰ』に向けて　計画表作成　＋　探究活動

CANの日Ⅰ

夏休み中

8月31日（金） 11:00～16:00 CANの日 Ⅱ

冬休み中

編成会議Ⅱ－3 3月9日（金） 昼休み 20分
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CAN1 1月29日（月） 1校時 50分 CAN2018ガイダンス＋マインドマップ・探究テーマ３　紹介
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CAN3 2月16日（金） 1校時 70分 3年生との探究テーマ検討会　※同学年

CAN4 2月28日（水） 6校時 50分 一次クラスター編成会議前　教員との面談　※同学年

編成会議Ⅰ－1 3月2日（金） 昼休み 20分 1年生が2年生を選択する　※重複した場合（3/5へ）

編成会議Ⅰ－2 3月5日（月） 昼休み 20分 2年生が1年生を決定する

1年生が2回目の選択会議

残った2年生が、1年生を選んで終了（2人クラスター120組が決定）

CAN5 3月16日（金） 1校時 30分 2人クラスター顔合わせ＋春休みの探究（参考文献・先行研究）について

先行研究及び参考文献での探究テーマ深化

CAN6 4月19日（木） 1校時 60分 2人CAN探究テーマ深化①＆プレゼン準備＆1年生ガイダンス

CAN7 4月24日（火） 5校時 60分 2，3年生プレゼン準備完成＆1年生1人CAN＋見学

CAN8 4月26日（木） 6校時 70分 1年生へのプレゼン　※体育館使用

編成会議Ⅱ 5月1日（火） 昼休み 20分 1年生が2・3年生を選択する　※例年　選択を3回は行う可能性有･･･。

CAN9 5月14日（月） 6校時 50分 3人CAN初顔合わせ＋探究テーマ深化②

CAN10 5月25日（金） 6校時 50分 探究テーマ深化③

CAN11 6月4日（月） 5校時 50分 『CANの日Ⅰ』に向けての計画

研究大会リハ 6月?日（？） 午前中 ？分 研究大会発表のリハーサル　※代表クラスター25組（2・3年生：50名）

研究大会当日 6月8日（木） 午前中 ？分 CAN2017　発表用ボードを使っての発表 ※代表クラスター25組（2・3年生：50名）

CAN11 6月11日（月） 6校時 50分 シャトルガイダンス＋探究テーマ決定？
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☆ 6月18日（月） 放課後 50分 ☆坂出高校教育コースの生徒にCANガイダンス

総合学習シャトル 6月26日（火） 5･6校時 100分 シャトル一般　①・②
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CAN18 8月27日（月） 1校時 30分 CANの日最終確認 　　　　　　　　？教育実習開始？

CAN19

CAN20

CAN21

CAN22 9月11日（火） 5校時 45分 CANの日の振り返り＋探究活動

CAN23 9月20日（木） 6校時 50分 探究活動＋2年生AL会議　☆坂出高校参加予定②

CAN24
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CAN27

CAN28
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CAN33

CAN34 11月3日（土） CAN2018発表会＆審査会　午後？ステージ発表＋審査発表・表彰

CAN35 11月13日（火） 6校時 50分 CAN2018のまとめ及びアンケート

10月29日（月） 5･6校時 110分 探究活動＋CAN2018発表会の準備（発表用ボード作成①）

11月1日（木） 5･6校時 110分 探究活動＋CAN2018発表会の準備（発表用ボード作成②）

10月15日（月） 5･6校時 110分 探究活動＋プレ発表（10/22）準備　☆坂出高校参加予定③

10月22日（月） 5･6校時 110分 CAN2018 プレ発表会　☆坂出高校生参加予定④

10月12日（金） 5･6校時 110分 探究活動＋プレ発表（10/22）準備

春休み中

6月18日（月） 5･6校時 100分

7月13日（金） 11:00～16:00

『CANの日Ⅰ』に向けて　計画表作成　＋　探究活動

CANの日Ⅰ

夏休み中

8月31日（金） 11:00～16:00 CANの日 Ⅱ

冬休み中

編成会議Ⅱ－3 3月9日（金） 昼休み 20分

CAN2018 年間計画表（案）



２年生１年生



CAN１：1/29（月）『マインドマップ＋探究テーマ3紹介』



CAN2：2/5（月）『同学年による探究テーマ深化AL会議』
～探究テーマ深化シート作成～

 

                     クラスターNo.（  ）コード番号（     ）  

氏名（                     ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究テーマ深化シート  

『探究仮説』※  が手段、  が結論 

  《テーマ・探究の種》 

 

【問いの形】 

 

探究テーマ・課題 

 

☆具体化する視点 ◎証明の方法・手段 



CAN3：2/16（金）『3年生との探究テーマ検討会』



CAN4：2/28（水）『1次編成用 探究テーマ決定』



２年生 １年生

1次
編成

『1次編成』

３/２（金）昼休み



２年生

１年生

１年生が２年生の『探究テーマ深化シート・マインド
マップ』から選びます

自分の『探究テーマ・マインドマップ』に興味を
もってくれる人はどれだけいるのかな？

ぼくの『探究テーマ・マインドマップ』とよく似ているな。
この先輩と一緒に探究していきたいな！



２人（1年生・2年生）クラスターの決定

自分の『探究テーマ・マインドマップ』を選んでくれた
この先輩とがんばるぞ！

１年生

２年生

一人だけではたぶんできなかったような
いい探究ができそうだわ！



新３年生 新２年生 新１年生

２次
編成

『２次編成』

５/１（火）昼休み



新３年生 新２年生 新１年生

３人クラスター完成！

CAN2018のクラスター編成は、新1年生が105名のため・・・

3人CAN：105クラスター

2人CAN：15クラスター

合 計：120クラスター
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３．CAN2018の主な活動



Action Learning：他と交流し学ぶ

A L 会 議
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□ CANの日Ⅰ・Ⅱ(2回実施)
Ⅰ(夏休み前)：探究仮説の吟味・研究の方向性

Ⅱ(夏休み後)：探究をまとめるに当たってのアドバイス

□ 探究活動の時間(2時間)

□ 発表用ボード(選択制)



「CANLOG」

Narrative ：学習の振り返り



① 日々の振り返り

② 豊富なデータ

③ 物語がすばらしい

④ 時間外の探究あり



発 見

気づき

感じる 学 び

振り返り



自分だけの・・・
自分だけにしか書けない

探究ノート
なんだ！！



書くこと・・・

自分とじっくり向き合うことができます

自分らしく考え始めることができます

自分の考え方の

変化に気づくことができます
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４．より良い探究のために
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総合学習CANの最重要ポイント

探究課題の設定



探究課題設定のコツ



テーマを疑問文（問い）にしてみる

探究課題設定のコツ①



                     クラスターNo.（○○）コード（■■■■）  

氏名（    書き方 見本       ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究テーマ深化シート  

『探究仮説』※  が手段、  が結論 

  

自分たちで風力発電機をつくり、羽

の形状と点灯した豆電球の個数の関係

を調べることで、屋上に設置する小型

風力発電機に最も適した羽の形が明ら

かになるだろう。 

《テーマ・探究の種》 

再生可能エネルギー 

【問いの形】 

再生可能エネルギーはエネルギー問題を解決できるか？ 

問いの形式に 

なっているか？ 

探究テーマ・課題 

屋上に設置した自作の風力発電機で豆電球を最高何個まで点灯させられるか？ 

☆具体化する視点 

・どんな発電？ 

・発電量を何で調べる？ 

・どこで？ 

・どんなデータをとるの？ 

・変数は、何にするの？ 

◎証明の方法・手段 

・風力発電  

・豆電球の点灯する個数の多さで発電

量を比較する。 

・他の影響をうけにくい屋上で実験 

・風力発電機の羽の形状を変えて調査 

より具体的な問いに

なっているか？ 

手段や結論が明確に

なっているか？ 



『みんなの夢を広げよう！～働く人の表情はどんな効果があるのか？～』

『どのような構造の紙飛行機が長時間飛ぶか？』

『生物生態研究所～粘菌でアートはつくれるのか？～』

『発電システム研究所 ～多く発電できる水力発電とは？～』

『オリーブ〇〇の研究ＰＡＲＴⅡ～おいしくて栄養のあるオリーブ○○

は作れるのか？～』

『植物＋音楽＝？～音楽が植物に与える影響とは？～』



「問い」の対象や背景を問いながら

具体化していく

探究課題設定のコツ②
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氏名（    書き方 見本       ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究テーマ深化シート  

『探究仮説』※  が手段、  が結論 

  

自分たちで風力発電機をつくり、羽

の形状と点灯した豆電球の個数の関係

を調べることで、屋上に設置する小型

風力発電機に最も適した羽の形が明ら

かになるだろう。 

《テーマ・探究の種》 

再生可能エネルギー 

【問いの形】 

再生可能エネルギーはエネルギー問題を解決できるか？ 

問いの形式に 

なっているか？ 

探究テーマ・課題 

屋上に設置した自作の風力発電機で豆電球を最高何個まで点灯させられるか？ 

☆具体化する視点 

・どんな発電？ 

・発電量を何で調べる？ 

・どこで？ 

・どんなデータをとるの？ 

・変数は、何にするの？ 

◎証明の方法・手段 

・風力発電  

・豆電球の点灯する個数の多さで発電

量を比較する。 

・他の影響をうけにくい屋上で実験 

・風力発電機の羽の形状を変えて調査 

より具体的な問いに

なっているか？ 

手段や結論が明確に

なっているか？ 



具体的な探究の手段や探究のゴール

イメージをもとに探究仮説を立てる！

探究課題設定のコツ③
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氏名（    書き方 見本       ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究テーマ深化シート  

『探究仮説』※  が手段、  が結論 

  

自分たちで風力発電機をつくり、羽

の形状と点灯した豆電球の個数の関係

を調べることで、屋上に設置する小型

風力発電機に最も適した羽の形が明ら

かになるだろう。 

《テーマ・探究の種》 

再生可能エネルギー 

【問いの形】 

再生可能エネルギーはエネルギー問題を解決できるか？ 

問いの形式に 

なっているか？ 

探究テーマ・課題 

屋上に設置した自作の風力発電機で豆電球を最高何個まで点灯させられるか？ 

☆具体化する視点 

・どんな発電？ 

・発電量を何で調べる？ 

・どこで？ 

・どんなデータをとるの？ 

・変数は、何にするの？ 

◎証明の方法・手段 

・風力発電  

・豆電球の点灯する個数の多さで発電

量を比較する。 

・他の影響をうけにくい屋上で実験 

・風力発電機の羽の形状を変えて調査 

より具体的な問いに

なっているか？ 

手段や結論が明確に

なっているか？ 

【探究仮説】

自分たちで風力発電機をつくり、羽の形状

と点灯した豆電球の個数の関係を調べること

で、屋上に設置する小型風力発電機に最も

適した羽の形が明らかにできるだろう



参考文献を探し、読もう！



専門家を探し、訪ねよう！

CANの日Ⅰ・CANの日Ⅱで･･･



平成３０年度

青 雲 賞
に輝くのは？


